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石
仏
の
施
主
銘
「
檀
方
中
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子 

栄
司 

  

萩
園
日
枝
神
社
の
ご
神
体
は
寛
文
二(
一
六
六
二)

年

の
銘
を
持
つ
庚
申
塔
で
あ
る
。
塔
正
面
に
ひ
げ
題
目
を

著
わ
し
、
続
け
て
や
や
小
さ
め
の
文
字
で
山
王
大
明
神

と
刻
む
。
裾
を
広
げ
た
板
碑
型
で
下
方
に
三
猿
を
彫
り

出
し
て
い
る
。
鍵
の
掛
か
っ
た
お
社
に
祭
ら
れ
て
い
て

普
段
は
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
度
、
常

顕
寺
住
職
や
氏
子
代
表
の
方
々
立
会
い
の
下
、
ご
神
体

や
収
蔵
品
の
調
査
が
許
さ
れ
採
寸
や
写
真
撮
影
を
行

っ
た
。 

 

御
神
体
の
像
容
は
資
料
館
叢
書
３
『
茅
ヶ
崎
の
庚
申

塔
』
に
詳
記
し
て
あ
る
が
、
施
主
の
銘
は
「
惣
☐
☐
中
」

と
な
っ
て
い
て
二
文
字
読
め
て
い
な
い
。
今
回
の
調
査

で
「
旦
方
」
と
読
め
た
。
「
旦
」
は
「

」
で
く
ず
し

字
で
あ
る
。
「
だ
ん
か
た
」
と
読
む
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
も

あ
る
が
、
辞
書
に
は
対
応
す
る
言
葉
は
な
い
。
古
語
辞

典
で
は
「
だ
ん
ぱ
う
＝
だ
ん
と
」
。
広
辞
苑
で
は
「
だ 

      

ん
ぽ
う
＝
檀
方
・
旦
方
。
檀
家
・
檀
徒
」
。
ご
神
体
の

施
主
銘
は
「
惣
旦
方
中
」
で
「
惣
檀
方
中
」
の
こ
と
で

あ
る
。 

こ
の
調
査
の
後
、
今
宿
地
区
の
石
仏
補
充
調
査
で
信

隆
寺
の
「
題
目
塔(

五
百
五
十
遠
忌
報
恩
謝
徳
塔)

」
に

楷
書
で
刻
ん
だ
「
惣
檀
方
中
」
の
銘
に
出
会
っ
た
。「
檀

は 
 
 

（
木
篇
、
旁
は
面
の
下
に
旦
）
」
を
用
い
て
い

る
。
常
顕
寺
と
信
隆
寺
は
日
蓮
宗
で
あ
る
。
日
蓮
宗
に

多
用
さ
れ
る
施
主
銘
か
。
パ
ソ
コ
ン
で
「
檀
方
」
を
検

索
し
て
み
る
と
日
蓮
宗
関
係
の
も
の
が
多
い
が
、

他
宗
派
で
も
檀
方
を
用
い
た
ペ
ー
ジ
が
少
し 

出
て
く
る
。 

 

石
川
博
司
氏
の
「
紀
銘
用
語
解
説
」
の
「
施 

主
銘
」
欄
に
は
施
主
を
表
す
５
４
種
類
も
の
銘 

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
「
檀
方
」
は
な
い
。 

 

文
化
資
料
館
調
査
研
究
報
告
１
８
（
２
０ 

０
８
）
で
報
告
し
た
「
『
茅
ヶ
崎
の
石
仏
』
萩 

園
・
平
太
夫
新
田
・
西
久
保
・
円
蔵
」
に
記 

録
し
た
施
主
銘
は
２
３
種
類
で
施
主
１
１
・ 

氏
子
中
７
・
願
主
６
・
念
仏
講
中
２
・
道
行
２
・
惣

☐
☐
中
・
惣
壇
方
中
・
聰
壇
中
・
結
衆
・
馬
持
中
・
本

願
主
（
題
目
講
中
）
・
本
願
人
・
本
願
・
惣
氏
子
・
上

氏
子
中
・
子
待
講
中
・
庚
講
中
・
地
蔵
講
中
・
講
中
・

下
村
中
・
建
主
・
志
主
・
氏
子
有
志
（
銘
の
あ
と
の
数

字
は
件
数
）
。
上
記
研
究
報
告
で
は
壇
（
土
扁
）
を
用

い
た
が
実
物
は
檀
（
木
扁
）
で
あ
る
。
用
語
と
し
て
檀

が
正
し
い
。 

 

聰
壇
中
・
惣(

実
物
は
、
異
体
字
の
「

」
の
、
松

の
木
篇
が
手
篇
、
公
の
ム
が
久
、
そ
の
下
に
心)

壇
方
中

は
妙
運
寺
（
日
蓮
宗
）
の
「
題
目
塔(

六
百
恩
忌
報
恩
塔)

」

に
刻
ん
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
惣
檀
方
中
・
聰

壇
中
な
ど
は
日
蓮
宗
寺
院
に
造
立
さ
れ
た
石
仏
に
限

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
調
査
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
た
い
。 

 

石 

仏 

調 

査 

ニ 

ュ 

ー 

ス 

ち
が
さ
き
の
石
仏 
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圭
頭
形
板
碑
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樋
田 

豊
宏 

 

一
．
圭
頭
形
板
碑
に
つ
い
て 

 

圭
頭
形
板
碑
は
頭
頂
が
三
角
に
な
っ
て
い
て
、
頭
の

部
分
・
額
が
前
に
出
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
２
㍍
弱
あ

り
、
信
仰
対
象
は
一
般
大
衆
が
中
心
で
あ
る
。
年
代
は

慶
長
か
ら
寛
永
・
寛
文
頃
ま
で
の
も
の
が
多
い
。
範
囲

は
主
と
し
て
相
模
川
西
部
に
あ
り
、
三
島
に
も
あ
る
。

約
百
基
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。 

 

相
模
川
の
東
に
は
十
三
基
で
あ
る
。
相
模
川
西
で
も
、

北
は
厚
木
に
三
基
、
秦
野
に
三
基
、
西
は
湯
河
原
・
真

鶴
に
は
な
い
。 

 

三
島
も
御
殿
場
線
沿
線
に
は
な
く
、
沼
津
に
も
な
い
。

三
島
宿
場
中
心
に
あ
る
。
凝
灰
石
製
で
石
が
わ
れ
や
す

い
の
で
、
文
字
は
大
き
な
字
で
書
か
れ
、
宗
教
的
に
も

統
一
さ
れ
て
な
く
、
主
尊
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」
「
南
無
地
蔵
菩
薩
」
と
書
い
て
あ
っ

た
り
、
「
設
我
得
仏
」
「
不
取
正
覚
」
「
三
界
万
霛
有
縁

無
縁
」「
何
以
生
」「
空
風
火
水
地
」
等
と
刻
み
、
今
日

流
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
後
の
戒
名
の
上
文
字
「
皈
空
」
「
還

本
」
「
帰
元
」「
皈
元
」
な
ど
が
あ
っ
た
。 

 

碑
の
大
き
さ
は
敷
石
に
使
わ
れ
る
石
の
大
き
さ
に

都
合
よ
く
三
尺
・
六
尺
位
の
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。 

 

二
．
一
国
一
城
と
圭
頭
形
板
碑 

 

一
国
一
城
令
は
江
戸
時
代
に
な
り
、
三
代
将
軍
家
光

の
時
に
行
わ
れ
た
。 

三
代
将
軍
の
在
位
期
間
は
長
か
っ
た
。
そ
の
子
家
綱

は
す
ん
な
り
四
代
将
軍
に
即
位
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
実
は
三
代
将
軍
に
は
嫡
子
が
い
な
く
、
側
女
に

産
ま
せ
た
子
が
四
代
に
な
っ
た
。
そ
の
家
系
の
も
の
が
、

後
に
大
岡
家
八
代
忠
移
の
後
妻
に
入
っ
て
い
る
た
め
、

墓
碑
に
葵
の
紋
が
入
っ
て
い
る
。 

三
代
家
光
の
時
に
出
さ
れ
た
一
国
一
城
令
が
云
々

で
、
圭
頭
形
板
碑
が
出
来
た
の
が
、
そ
の
法
令
に
従
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
一
国
一
城
令
は
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
約
三
十
年
前
に
三
島
市
の
お
寺

に
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
に
圭
頭
形
板
碑
が
存
在
し

て
い
る
。 

 

私
が
調
べ
た
所
で
は
、
静
岡
県
三
島
に
五
基
、
相
模

に
十
五
基
の
計
二
十
基
で
あ
る
。 

 

三
島
に
あ
る
五
基
の
圭
頭
形
板
碑
は
、
天
正
九
年
・

慶
長
十
二
年
・
同
十
六
年
・
同
十
九
年
の
も
の
が
あ
る
。

一
番
古
い
天
正
九
年
の
も
の
は
、
法
令
が
出
さ
れ
る
三

～
四
年
前
に
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
何
の
因
果
か
同
じ

寺
に
南
北
朝
時
代
、
関
東
で
流
行
っ
た
青
石
板
碑
が
あ

る
。
関
東
の
型
と
し
て
は
、
三
島
の
も
の
が
西
端
に
位

置
し
、
三
島
市
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

 

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
板
碑
は
、
圭
頭
形
板
碑
で
、

そ
の
頃
に
は
一
般
的
な
板
碑
も
各
地
に
併
存
し
て
い

た
。
小
田
原
付
近
や
三
島
で
は
墓
碑
が
普
及
し
て
い
た

が
、
相
模
川
の
東
側
で
は
一
般
化
さ
れ
ず
、
承
応
・
寛

文
年
間
頃
の
も
の
が
多
い
。 

 

檀
家
に
属
し
て
い
て
も
、
ま
た
墓
石
が
普
及
し
て
お

ら
ず
、
土
饅
頭
（
※
）
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
頃
幕
府
の
寺
の
本
末
帳
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
寺
は
石
碑
を
造
る
事
が
多
く
、
壇
家
に
勧
め
た
の

で
あ
ろ
う
。 

※: 

土
を
饅
頭
の
よ
う
に
小
高
く
ま
る
く
盛
り
上
げ
た

墓
や
塚
。 

  

三島市指定の板碑 
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三
．
一
国
一
城
令
以
前
の
碑 

１ 
三
島
妙
行
寺 

 
 

天
正
九
（
一
五
八
一
）
年 

２ 

大
友
盛
泰
寺 

 
 

慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年 

３ 

小
田
原
常
顕
寺 

 

慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年 

４ 

獺
郷
加
藤
氏 

 
 

慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年 

５ 

海
老
名
寿
閑
寺 

 
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年 

６ 

三
島
長
円
寺 

 
 

慶
長
十
二
（
一
六
〇
七
）
年 

７ 

二
宮
密
厳
院 

 
 

慶
長
十
六
（
一
六
一
一
）
年 

８ 

小
田
原
光
明
寺 

 

慶
長
十
六
（
一
六
一
一
）
年 

９  

厚
木
法
雲
寺 

 
 

慶
長
十
六
（
一
六
一
一
）
年 

 
 

小
田
原
海
蔵
寺   

慶
長
十
七
（
一
六
一
二
）
年 

 
 

永
塚
観
音 

 
 

 

慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年 

三
島
長
円
寺 

 
 

慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年 

二
宮
密
厳
院 

 
 

慶
長
十
八
（
一
六
一
三
）
年 

海
老
名
浄
久
寺 

 

慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年 

三
島
円
明
寺 

 
 

慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年 

南
足
柄
西
念
寺 

 

慶
長
年
間 

小
田
原
願
成
寺 

 

慶
長
年
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

永
塚
観
音 

 
 

 

慶
長
年
間 

 
 
 

小
田
原
福
厳
寺 
 

元
和
元
（
一
六
一
五
）
年 

 
 
 

三
島
妙
行
寺     

元
和
元
（
一
六
一
五
）
年 

 

一
覧
表
の
二
番
目
の
碑
は
小
田
原
市
大
友
に
あ
り
、

慶
長
八
年
で
あ
る
。
四
番
目
の
も
の
は
藤
沢
市
獺
郷
に

あ
り
、
旧
御
所
見
地
区
の
も
の
で
あ
る
。
五
番
目
は
海

老
名
市
本
郷
に
あ
る
が
、
元
は
藤
沢
市
獺
郷
の
も
の
で

あ
る
。
十
四
番
目
の
も
の
は
海
老
名
市
門
沢
橋
に
あ
る
。

以
上
は
相
模
川
の
東
側
で
あ
る
。
他
は
相
模
川
の
西
側

に
あ
る
。
九
番
目
は
厚
木
市
の
も
の
。
十
六
番
目
は
南

足
柄
市
の
も
の
。 

一
番
目
の
江
戸
時
代
以
前
の
天
正
九
（
一
五
八
一
）

年
の
も
の
を
除
き
、
二
～
六
番
目
は
江
戸
時
代
の
一
国

一
城
令
の
発
令
前
に
作
ら
れ
て
い
る
。
七
番
目
以
降
の

も
の
は
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
の
一
国
一
城
令
の

発
令
を
見
越
し
て
、
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

 

板
碑
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
箱
根
・
小
田

原
・
三
島
の
石
工
は
飯
の
食
い
あ
げ
と
な
り
、
他
の
生

活
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

※
一
国
一
城
令
発
布
は
元
和
元
年
、
将
軍
家
光
の
時
。 

 

宝
暦
七
年
の
約
二
五
〇
年
前
が 

新
た
に
見
つ
か
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
岡 

英
仁 

  

場
所
は
、
市
内
西
久
保500

、
湘
南
東
部
総
合
病
院

敷
地
内
、
ほ
ほ
え
み
薬
局
の
南
側
、
平
成
十
年
頃
、
地

主
が
土
地
を
売
却
す
る
際
、
屋
敷
内
に
あ
っ
た
宝
暦
七

（
一
七
五
七
）
年
の
石
祠
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。 

石
祠
に
は
次
の
年
号
、
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

（
向
っ
て
右
） 

宝
暦
七
年 

丑
ノ
六
月

日 

（
向
っ
て
左
） 

西
久
保
村 

施
主
鈴
木 

右
衛
門 
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〈
編
集
後
記
〉 

 

今
回
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
「
ち
が
さ
き
の

石
仏
」
第
十
二
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
も
の
の
多
く
は
、
石
仏
調
査
の
活
動
を
通
し

て
生
ま
れ
た
小
さ
な
疑
問
や
発
見
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
調
査
活
動
が
、
新
た
な
探
究
心
や

知
的
好
奇
心
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
行
い
ま
し
た
調
査
結
果
は
、
「
茅
ヶ
崎
の
石

仏
（
一
）
」
と
し
て
ま
と
め
、『
文
化
資
料
館
調
査
研
究

報
告 

１
８
』
に
収
録
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
萩
園
・

平
太
夫
新
田
・
西
久
保
・
円
蔵
の
四
地
区
に
あ
る
石
仏

を
、
一
つ
一
つ
詳
細
に
報
告
し
て
い
ま
す
。 

 
『
文
化
資
料
館
調
査
研
究
報
告
』
１
８ 

        

文
化
資
料
館
、
生
涯
学
習
課
に
て
お
求
め
い
た
だ
け
ま

す
。
価
格:

６
０
０
円
。 

 

文
化
資
料
館
で
は
、
「
文
化
資
料
館
と
活
動
す
る
会

（
民
俗
行
事
部
会
）
」
と
協
力
し
て
、
平
成
八
年
よ
り

市
内
の
石
仏
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
個
々

の
石
仏
の
種
類
、
造
立
日
、
形
態
、
所
在
地
、
写
真
、

銘
文
、
ス
ケ
ッ
チ
、
寸
法
と
い
っ
た
詳
細
な
調
査
を
行

い
、
石
仏
資
料
の
充
実
化
を
図
り
、
再
び
調
査
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。 

都
市
化
が
進
む
茅
ヶ
崎
に
お
い
て
、
人
々
の
信
仰
や

思
い
が
か
た
ち
と
な
っ
た
石
仏
た
ち
を
、
こ
の
調
査
で

記
録
・
保
存
し
、
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
興
味
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、

こ
の
活
動
に
参
加
し
、
一
緒
に
調
査
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

資
料
の
整
理
は
毎
週
木
曜
日
、
ま
た
石
仏
に
関
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
毎
月
第
三
金
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
度
は
、
矢
畑
・
浜
之
郷
・
下
町
屋
・

今
宿
・
中
島
・
松
尾
・
柳
島
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
石
仏
新
聞
へ
の
寄
稿
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

  ※
記
事
の
寄
稿
、
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

一
面
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
連
絡
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 


